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新
出
太
平
記
二
種
覚
書

ー
ー
ー
日
置
孤
白
軒
書
写
本
と
益
田
兼
治
書
写
本
と
l

l
長

, ...、
合

Jr[ 

端

の
、
天
王
七
年
益
田
兼
治
書
写
本
は
国
学
院
大
学
図
書
館
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
新
出
太
平
記
二
種
は
、
と
も
に
近
年
市
場
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
元
和
四
年
日
置
孤
白
軒
書
写
本
は
中
京
大
学
図
書
館

日
置
孤
白
軒
書
写
本
（
以
下
日
置
本
と
い
う
）
の
書
誌
を
簡
単
に
記
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
 
表
紙

横
二

0
・
三
糎
。

「
太
平
記
巻
第
幾
幾
」
（
t
「
太
平
記
巻
品
川
九
四
十
終
し
）

縦
二
六
・
七
糎

茶
褐
色
厚
表
紙

題
祭

茶
色
無
地
。
縦
一
四
・

O
糎

「
太
平
記
巻
第
幾
L

横
二
・
八
糎

② 

内
題

③ 

見
返
・
扉
等

本
文
共
紙

各
冊
の
前
後
に
遊
紙
一
枚

④ 

本
文
料
紙
・
装
丁

全
面
裏
打

椿
紙
袋
綴
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⑤ 

一
面
行
数
・
字
詰
等

一
面
十
行
漢
字
片
カ
ナ
交
り
、

一
行
約
M
・
お
字
。
字
面
高
さ
二
二
糎
。

一
筆
書
写
、
朱
点
・
朱
引
あ
り
。
墨

お
よ
び
朱
に
よ
る
附
訓
多
し
。

⑥ 

尾
題

「
太
平
記
巻
第
幾
」
（

t
「
太
平
記
巻
第
四
十
終
L

）

⑦ 

冊
数

二
十
冊
（
目
録
・
巻
第
一
・
二
が
第
一
冊
。
以
下
二
巻
一
冊
）

⑧ 

奥
書
・
識
語

巻
第
四
十
の
巻
末
に
次
の
通
り
。

比
一
部
五
十
二
天
之
星
霜
ヲ
哉
書
写
之
詑
。
悪
事
ト
云
／
老
眼
ト
云
一
ト
メ
可
叶
様
無
之
。
然
共
数
十
年
来
異
本
及
二
／
十
部
見
一
一

之
誤
所
多
。
有
先
達
争
有
如
此
平
。
可
謂
書
写
／
転
伝
之
所
為
欺
。
今
以
数
部
集
書
ニ
之
諸
本
誤
所
其
一
／
冊
々
々
ノ
奥
一
一
以
細
字
理

ヲ
記
ス
。
予
未
練
短
智
一
一
メ
如
何
／
ナ
レ
共
其
眼
に
見
出
ス
所
如
斯
。
（
句
点
は
私
に
付
し
た
）

越
前
敦
賀
沓
見
住
人
日
置
孤
白
軒
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久
栖
受
（
花
押
）

干
時
元
和
四
年
宏
射
上
旬

こ
の
奥
書
並
び
に
識
語
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
五
十
二
歳
の
、
敦
賀
沓
見
（
現
在
敦
賀
市
金
山
）
の
住
人
「
日
置
孤
白
軒
L

に
よ
っ
て
、
元
和

四
年
九
月
に
書
写
の
功
を
終
え
た
も
の
と
知
れ
る
。

「
諸
本
の
誤
れ
る
所
、
其
一
冊
々
々
の
奥
に
細
字
を
以
て
理
を
記
す
L

と
あ
る
通
り
、

以
下
の
よ
う
な
覚
書
を
記
し
て
い
る
。

① 

巻
第
三
の
巻
末
に

安
居
法
印
澄
俊
（
1
）
ヲ
此
巻
ニ
書
夏
悪
也
。
其
子
細
ハ
二
ノ
巻
ニ
浄
林
房
阿
閣
梨
事
誉
カ
生
捕
テ
六
波
羅
へ
出
シ
タ
ル
ニ
又
此
本
ニ
生
捕
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ノ
内
ニ
書
タ
ル
夏
大
ニ
悪
。
落
ル
カ
ト
思
諸
本
印
本
ニ
ア
レ
ハ
ト
テ
書
入
ル
＼
支
努
と
有
マ
シ
キ
ナ
リ
。
此
一
部
諸
本
吟
味
ノ
上
ヲ
以
テ

只
今
書
写
也
。
予
今
迄
ノ
間
ニ
替
タ
ル
本
ニ
十
部
ニ
及
。
見
ト
ヲ
シ
雄
書
入
愚
意
短
智
ニ
而
争
カ
玉
ヲ
拾
吏
ア
ラ
ン
ヤ
。
誤
猶
t
l
。
併

其
一
冊
々
々
ノ
奥
ニ
心
シ
ル
シ
ニ
如
此
。
（
句
点
は
私
に
付
し
た
。
以
下
向
じ
。
）

② 

巻
第
四
の
巻
末
に

呉
国
ノ
使
越
国
ヘ
来
テ
西
施
カ
事
ヲ
云
ニ
越
王
会
ケ
イ
ノ
時
一
言
ノ
約
束
ア
リ
ト
印
本
其
外
諸
本
ニ
ア
リ
。
其
ハ
サ
モ
コ
ソ
有
ラ
メ
共
ソ

レ
ニ
テ
ハ
此
本
ノ
カ
ン
ナ
シ
。
使
ノ
時
越
王
行
ア
タ
リ
不
思
夏
ト
云
ヲ
カ
ン
ジ
ン
ト
ス
。
書
落
ス
カ
ト
テ
書
入
ル
＼
夏
努
t
有
マ
シ
キ
ナ

リ
③ 

巻
第
六
の
巻
末
に
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大
仏
奥
州
上
洛
ノ
吏
此
巻
ニ
書
支
誤
也
。
落
ル
カ
ト
思
書
入
吏
ア
ル
マ
シ
キ
也
。
十
巻
メ
ニ
テ
カ
テ
ン
可
行
者
也
。
又
年
号
ニ
付
テ
人
不

審
可
立
。
元
弘
ハ
元
年
ニ

y
正
慶
ニ
移
ル
ニ
元
弘
三
年
ト
ア
ル
ハ
如
何
ソ
。
后
醍
醐
天
皇
元
弘
ニ
隠
岐
へ
遷
サ
レ
給
テ
光
厳
院
御
即
位
ニ

テ
正
慶
ニ
ナ
サ
ル
。
然
ハ
先
帝
ノ
方
ニ
ハ
元
弘
ノ
年
号
ヲ
三
年
迄
用
当
今
ノ
方
ハ
正
慶
ヲ
用
フ
。
年
代
記
ニ
相
違
ト
人
可
思
。
此
末
ニ
モ

都
ノ
年
号
ト
吉
野
ノ
年
号
ト
ニ
分
レ
テ
ア
ル
ソ
。
愛
ニ
吏
ヲ
分
ニ
ヨ
ツ
テ
末
ニ
ハ
不
云
ソ
。
但
南
朝
ノ
年
号
ニ
正
平
ハ
七
年
マ
テ
有
レ
共

年
代
記
ニ
ハ
ノ
ラ
サ
ル
也
。
都
ノ
王
ニ
テ
走
ニ
ヨ
ツ
テ
也
。

④ 

巻
第
七
の
巻
末
に

諸
本
ア
ヤ
マ
ル
吏
大
塔
宮
ノ
御
命
ニ
村
上
カ
名
乗
処
ニ
第
二
ノ
皇
子
ト
云
ハ
悪
シ
。
第
三
ノ
皇
子
ト
ア
ル
士
口
。
第
一
ハ
中
務
卿
親
王
第
二

ハ
妙
法
院
尊
澄
法
親
王
第
三
大
塔
二
品
親
王
。
又
大
仏
奥
州
ノ
夏
六
巻
目
ニ
モ
此
巻
ニ
モ
ア
ル
本
悪
。
諸
本
ニ
有
大
ニ
誤
。
十
巻
目
鎌
倉

ニ
テ
死
ス
ル
ニ
ヨ
ツ
テ
也
。
金
剛
山
寄
手
不
引
内
ナ
レ
ハ
也
。
然
ハ
此
本
大
仏
奥
州
事
書
落
タ
リ
ト
思
テ
諸
本
ニ
ア
レ
ハ
ト
テ
書
入
ル
夏



不
可
有
。
又
塩
冶
判
官
カ
富
士
名
判
官
取
籍
テ
置
タ
ル
（
2
）
ト
大
略
ノ
本
ニ
ア
リ
。
是
又
落
タ
リ
ト
テ
其
段
書
入
吏
ア
ル
マ
シ
キ
也
。

⑤ 

巻
第
九
の
巻
末
に

相
摸
入
道
殿
ヨ
リ
足
利
殿
へ
白
旗
（
3
）
被
渡
由
大
路
ノ
本
ニ
在
之
。
併
有
ヲ
悪
ト
ス
。

落
ル
カ
ト
思
書
入
夏
ア
ル
マ
シ
キ
ナ
リ
。

又
名
越

尾
張
守
ノ
太
刀
鬼
丸
ト
ア
リ
。
鬼
丸
鬼
切
ノ
太
刀
ハ
子
細
カ
ア
ル
ソ
。
名
越
殿
ニ
ハ
宏
之
ソ
。
相
摸
入
道
ノ
代
々
重
宝
ノ
太
万
ソ
。
末
ノ

文
段
ニ
詳
也
。
鬼
切
ノ
事
宏
之
ト
思
書
入
支
努
1
不
叶
也
。

⑥ 

巻
第
十
の
巻
末
に

新
田
太
郎
義
貞
去
三
月
十
一
日
先
朝
ヨ
リ
論
旨
ヲ
被
成
タ
リ
ケ
レ
ハ
千
剣
破
ヨ
リ
虚
病
y
本
国
へ
被
帰
ト
ア
リ
。
先
朝
へ
ノ
論
旨
ノ
沙
汰

前
ノ
文
段
ニ
不
見
。
大
塔
宮
ノ
令
旨
ニ
論
旨
ノ
文
章
ニ
被
遊
タ
リ
。
其
ヲ
愛
ニ
テ
論
旨
ト
云
カ
不
審
也
。
併
大
塔
宮
ヨ
リ
被
成
ハ
二
月
十

ニ
マ
カ
セ
テ
可
置
。

不
及
改
。

又
余
ノ
本
ニ
曾
我
奥
太
郎
ト
ア
ル
モ
ア
リ
嶋
津
四
郎
（
4
）
共
ア
リ
。

イ
ツ
レ
カ
イ
カ
ン
。

此
本
書
ニ
任
如
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一
日
也
。
此
巻
ノ
宣
旨
ハ
三
月
十
一
日
ト
ア
レ
ハ
大
塔
宮
ヨ
リ
後
ニ
船
上
へ
論
旨
ヲ
被
申
敗
。
サ
モ
有
ヌ
ヘ
シ
、

カ
ヤ
ウ
ノ
支
ハ
只
書
面

此
写
也
。
此
類
末
ノ
本
ニ
モ
ア
リ
。
又
云
骨
我
奥
太
郎
ト
云
支
十
三
巻
ノ
末
京
勢
ノ
内
ニ
ア
リ
。

⑦ 

巻
第
十
六
の
巻
末
に

十
五
巻
迄
ハ
巻
諸
本
向
。

此
巻
ヨ
リ
不
同
。
其
何
ン
ナ
レ
ハ
廿
二
ノ
巻
メ
閥
巻
也
。
依
之
跡
先
ク
リ
越
シ
ク
リ
ヨ
セ
メ
四
十
巻
ト
ナ
ス
ニ

依
也
。
昔
ヨ
リ
其
マ
＼
ノ
本
ニ
ハ
廿
二
巻
メ
一
冊
宏
之
。
此
本
モ
其
マ
＼
ノ
本
ニ
ア
ラ
ス
。
後
先
ト
互
合
タ
ル
也
。
又
不
審
立
ル
人
ア
ツ

テ
廿
二
巻
メ
走
ト
云
ハ
何
ヲ
以
云
ト
云
人
可
有
。
其
不
審
ノ
所
ス
へ
ノ
巻
ニ
テ
可
明
。

多
々
良
浜
ノ
合
戦
ノ
時
大
高
重
成
不
覚
ノ
様
ニ
書
本
ア
リ
。
昔
ヨ
リ
ア
ル
モ
有
宏
モ
ア
リ
。
然
共
不
覚
ノ
様
ナ
ル
ヲ
悪
シ
＼
ト
ス
。
昔
越

前
朝
倉
義
景
御
前
ニ
テ
セ
ン
サ
ク
ア
リ
テ
兎
ヲ
尤
ト
被
定
敗
。
印
本
ニ
ア
レ
ハ
ト
テ
書
入
ル
、
夏
有
間
敷
也
。



⑧ 

巻
第
十
九
の
巻
末
に

諸
本
ニ
春
宮
ヲ
小
船
ニ
乗
奉
大
宮
司
太
郎
カ
品
川
余
町
海
上
ヲ
瀧
テ
蕪
木
ノ
浦
ヘ
著
奉
ト
ア
リ
。
大
ナ
ル
誤
也
。
敦
賀
ヨ
リ
蕪
木
ノ
浦
ヘ
ハ

海
上
十
里
余
也
。
赤
崎
へ
品
川
余
町
也
。
又
金
前
ト
云
サ
キ
ノ
宇
諸
本
ニ
大
略
崎
此
字
書
悪
シ
。
前
此
宇
士
口
也
。

則
寺
号
ヲ
金
前
寺
ト
云
云
。

⑨ 

巻
第
廿
三
の
巻
末
に

道
誉
流
罪
ノ
所
ニ
山
門
之
歎
状
ア
ル
本
（
5
）
モ
ア
リ
。
又
元
キ
モ
ア
リ
。
但
元
本
可
然
カ
ト
云
云
。
是
又
非
不
見
付
。

⑩ 

巻
第
廿
四
の
巻
末
に

此
本
廿
三
巻
メ
也
。
跡
十
六
巻
メ
ニ
云
カ
如
廿
二
巻
メ
一
冊
閥
巻
ナ
レ
ハ
十
六
巻
メ
ヨ
リ
末
ハ
取
コ
シ
取
ノ
ヘ
〆
四
十
巻
ト
ス
。
廿
二
巻

メ
宏
ト
云
ハ
何
ヲ
以
テ
云
ト
又
云
人
ア
ラ
ン
。
脇
屋
刑
部
卿
義
助
吉
野
殿
へ
被
参
タ
リ
シ
時
一
級
ヲ
進
メ
ラ
レ
シ
時
洞
院
実
世
卿
殿
上
ノ

ヘ
参
ケ
ル
ヲ
君
御
賞
翫
有
テ
官
禄
共
ニ
重
セ
ラ
ル
ト
被
云
タ
ル
ニ
テ
ア
ラ
ハ
ナ
リ
。
越
前
黒
丸
城
ニ
被
寵
タ
ル
高
経
ヲ
義
助
攻
落
シ
玉
テ
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上
口
ニ
一
ア
義
助
朝
臣
ヲ
議
ラ
レ
シ
ニ
義
助
越
前
ノ
合
戦
ニ
打
負
テ
美
濃
国
へ
落
ヌ
。
其
国
ヲ
サ
へ
追
落
レ
テ
身
ノ
置
処
ナ
キ
マ
、
ニ
当
山

後
将
軍
ヨ
リ
大
勢
打
手
ヲ
被
向
シ
人
数
ハ
有
テ
合
戦
不
見
。
是
廿
二
巻
ニ
可
有
也
。
此
本
ノ
前
ト
見
ヘ
タ
リ
。
去
ハ
廿
二
巻
ハ
何
ト
メ
失

タ
リ
ケ
ン
。
天
下
宏
之
。

高
土
佐
守
カ
女
房
ヲ
源
氏
物
語
ヲ
引
テ
云
ニ
雨
夜
ノ
物
語
ニ
頭
中
将
ノ
指
ヲ
ク
ヒ
切
ト
諸
本
ニ
大
方
見
ヘ
タ
リ
。

誤
也
。

頭
、
中
将
ニ
非

ス
。
右
馬
頭
也
。
余
本
ニ
頭
中
将
ト
有
ハ
ト
テ
此
本
ナ
ヲ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。

⑪ 

巻
第
廿
五
の
巻
末
に

異
本
此
巻
ノ
次
第
比
白
以
テ
前
後
ス
。
正
成
カ
怨
霊
ヲ
跡
ニ
書
テ
義
助
ノ
死
去
支
先
ニ
ア
リ
。
次
第
不
吟
味
ナ
リ
。
正
成
カ
怨
霊
ハ
四
月
二

テ
五
月
三
日
ヨ
リ
大
般
若
ヲ
読
ス
ル
。
般
若
ノ
功
徳
ニ
ヨ
リ
五
月
四
日
ヨ
リ
義
助
病
ニ
侵
レ
テ
七
日
ノ
内
二
死
去
。
又
瀬
田
城
大
館
ヲ
攻



落
支
九
月
ナ
レ
ハ
前
に
可
有
之
不
寄
思
。
此
本
ノ
次
第
印
本
又
ハ
諸
本
相
違
イ
カ
ン
ト
見
ン
時
ノ
為
ニ
如
此
。

⑫ 

巻
第
廿
六
の
巻
末
に

天
竜
寺
供
養
ノ
段
ニ
此
本
ヨ
リ
ク
ト
キ
本
（
6
）
ア
リ
。

武
家
公
家
ノ
フ
セ
奉
行
色
々
ノ
支
ア
リ
シ
本
モ
ア
リ
。

又
此
筋
ノ
本
モ
ア
リ
。
併

物
ア
サ
ニ
テ
此
筋
可
然
敗
。
今
予
非
口
意
前
々
セ
ン
サ
ク
ア
レ
ハ
也
。
支
ク
ト
ク
有
本
見
付
サ
ル
ニ
ハ
非
ス
。
又
ク
ト
キ
本
悪
キ
ト
云
カ

ツ
テ
非
ス
。

⑬ 

巻
第
廿
七
の
巻
末
に

此
巻
ニ
師
直
カ
命
ニ
替
タ
ル
長
井
修
理
亮
ト
ア
リ
。
異
本
ニ
ハ
上
山
六
郎
左
衛
門
ト
有
モ
ア
リ
。
何
レ
ヲ
カ
吉
ト
セ
ン
ヤ
。
但
上
山
モ
長

井
モ
可
ニ
テ
ア
ル
ヤ
。
其
本
々
ニ
任
テ
可
置
。
然
ハ
高
徳
ヲ
和
田
佐
々
木
児
嶋
今
木
備
後
三
郎
ト
云
ヤ
ウ
ナ
ル
類
ニ
モ
ア
ラ
ン
カ
。

⑭ 

巻
第
廿
三
の
巻
末
に
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此
巻
ニ
印
本
其
外
ノ
本
ニ
新
田
左
衛
佐
義
興
ヲ
家
嫡
、
二
男
義
宗
ト
ア
リ
。
非
也
。
此
次
ノ
本
ニ
ア
ラ
ハ
品
。

⑮ 

巻
第
廿
七
の
巻
末
に

仁
木
京
兆
吉
野
殿
ヘ
降
参
ノ
時
大
臣
議
定
ノ
タ
ト
ヘ
ニ
義
詮
朝
臣
ハ
不
入
カ
能
也
。
和
睦
一
端
也
ト
云
共
先
吉
野
殿
ヨ
リ
御
破
有
故
也
。

印
本
ニ
有
テ
余
本
ニ
稀
ナ
リ
。
但
宏
ヲ
尤
ト
ス
。

以
上
十
五
箇
所
の
覚
書
は
そ
の
一
つ
一
つ
が
非
常
に
興
味
の
あ
る
記
述
で
あ
り
、
孤
白
軒
の
太
平
記
書
写
を
行
う
上
で
の
真
撃
な
態
度
が
に

じ
み
出
て
い
る
。

一
巻
ご
と
の
系
統
分
類
は
後
日
を
期
す
こ
と
に
し
て
、
大
ま
か
な
特
徴
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
第
一
に
、
孤
白
軒
が
右
の
⑦
、

つ
ま
り
巻
十
六
の
巻
末
で
記
述
し
て
い
る
内
容
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

）
 

4
E
i
 

（
 
太
平
記
諸
本
は
巻
十
五
ま
で
は
巻
の
分
け
方
は
変
ら
な
い
が
、
巻
十
六
か
ら
変
る
こ
と
。



(2) 

そ
の
理
由
は
、

元
来
巻
二
十
二
は
閥
巻
で
あ
り
、

「
昔
ヨ
リ
其
マ
＼
ノ
本
」

は
巻
二
十
二
を
持
た
な
い
が
、

本
書
の
如
く

「其

マ
＼
」
で
な
い
本
は
「
跡
先
ク
リ
越
シ
ク
リ
ヨ
セ
L

て
四
十
巻
本
と
し
て
い
る
の
で
、
巻
二
十
二
が
存
在
す
る
こ
と
。

(3) 

多
々
良
浜
合
戦
の
大
高
重
成
不
覚
の
記
事
は
諸
本
に
よ
っ
て
有
無
が
あ
る
が
、
な
い
方
が
よ
い
こ
と
。
こ
の
記
事
が
印
本
に
存
在
す

る
か
ら
と
い
っ
て
書
き
入
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

孤
白
軒
は
こ
こ
と
関
連
さ
せ
て
巻
二
十
四
の
巻
末
で
、
①
本
書
の
巻
二
十
四
は
他
本
の
巻
二
十
三
に
相
当
す
る
こ
と
、
②
閥
巻
で
あ
る
巻
ニ

十
二
に
は
本
来
脇
屋
義
助
の
越
前
合
戦
が
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

巻
十
六
は
流
布
本
で
い
う
な
ら
ば
、
足
利
尊
氏
の
筑
紫
落
ち
、
多
々
良
浜
合
戦
で
の
勝
利
か
ら
海
陸
両
路
を
使
つ
て
の
大
軍
に
よ
る
東
進

と
湊
川
合
戦
に
よ
る
楠
正
成
兄
弟
の
討
死
、
後
醍
醐
天
皇
の
山
門
臨
幸
さ
ら
に
正
成
の
首
を
故
郷
に
送
る
こ
と
、
ま
で
で
あ
る
。
か
つ
て
触

れ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
7
）
、
諸
本
間
の
巻
十
六
の
範
囲
は
そ
の
差
が
大
き
く
、

さ
ら
に
記
事
の
有
無
・
繁
簡
に
関
し
て
も
異
同
が
甚
だ
し
い
。
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そ
こ
で
、
標
準
的
テ
キ
ス
ト
と
し
て
玄
玖
本
を
選
び
、

そ
の
巻
十
五
・
十
六
お
よ
び
巻
十
七
の
冒
頭
部
分
の
章
段
名
を
記
し
て
諸
本
間
の
違

い
を
示
し
た
い
。

表

＼／ 

玄

玖

本

の

目

次

A 

B 

c 

D 

三
井
寺
取
陣
之
事

付
三
摩
耶
戒
檀
之
事

15 

15 

15 

15 

奥
勢
著
坂
本
之
事



五十巻巻十六

三
井
寺
合
戦
之
事

付
当
寺
推
鐘
之
事

正
月
十
六
日
京
戦
之
事

正
月
廿
七
日
京
戦
之
事

将
軍
都
落
之
事

付
薬
師
丸
帰
京
之
事

接
津
合
戦
之
事

主
上
還
幸
之
事

付
賀
茂
神
主
改
補
之
事

棟
堅
奉
入
将
軍
之
事

小
弐
菊
池
合
戦
之
事

付
宗
応
蔵
主
之
事

多
々
良
浜
合
戦
之
事

付
高
駿
河
守
異
見
之
事

西
国
蜂
起
官
軍
進
発
之
事

児
嶋
三
郎
熊
山
挙
旗
之
事

付
船
坂
没
落
之
事

尊
氏
卿
上
洛
之
事

付
同
御
瑞
夢
之
事

福
山
城
没
落
之
事

新
田
義
貞
兵
庫
取
陣
之
事

付
楠
遺
言
之
事

海
陸
二
勢
寄
兵
庫
之
事

付
本
間
遠
矢
之
事

経
嶋
合
戦
之
事

付
正
成
自
害
之
事

湊
川
合
戦
之
事

付
主
上
都
落
井
持
明
院
殿
之
事

16 

16 

17 16 17 16 

17 16 
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七十巻

玄

玖

本

の

目

次

将
軍
入
洛
之
事

付
日
本
開
閥
之
事
井
藤
原
千
方
之
事

正
成
頚
送
故
郷
之
事

山
責
之
事

付
日
吉
神
託
之
事

17 

17 

18 

18 

初
度
京
戦
之
事

右
の
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
巻
十
六
を
そ
の
構
成
か
ら
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

A B 
流
布
本

c D 

尊
氏
の
上
洛
か
ら
、
武
家
方
に
よ
る
湊
川
合
戦
の
勝
利
ま
で
を
扱
う
テ
キ
ス
ト
1

l
神
田
本
、
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西
源
院
本
、

玄
玖
本
の
類
・
南
都
本

の
類
、
党
舜
本

尊
氏
の
筑
紫
没
落
か
ら
は
じ
め
て
、

A
全
部
を
扱
う
テ
キ
ス
ト
1

1

米
沢
本
、
今
川
家
本
、
毛
利
家
本
、
天
正
本
の
類
、
古
川
家
本
、

宮
方
が
勝
利
を
お
さ
め
た
前
年
正
月
二
十
七
日
の
京
軍
か
ら
、
巻
十
六
の
船
坂
合
戦
ま
で
、
あ
る
い
は
備
中
福
山
合
戦
ま
で
を
扱
う
テ

キ
ス
ト
｜
｜
京
大
本
、
豪
精
本
、
釜
田
本

尊
氏
の
筑
紫
没
落
か
ら
、
湊
川
合
戦
の
直
前
、
新
田
義
貞
の
兵
庫
到
着
ま
で
を
扱
う
テ
キ
ス
ト
1

1

日
置
本

こ
れ
ら
四
種
類
の
テ
キ
ス
ト
の
編
集
意
図
を
考
え
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
ま
ず
、

A
の
巻
十
五
は
京
軍
を
中
心
と
し
て
構
成

さ
れ
、
武
家
方
に
と
っ
て
は
京
軍
で
の
敗
北
、
尊
氏
の
都
落
ち
、
筑
紫
で
の
死
を
決
音
ω

し
て
の
合
戦
と
い
う
、

い
わ
ば
苦
難
の
時
期
で
あ
っ



た
が
、
巻
十
六
は
そ
れ
ま
で
と
対
照
的
に
、
武
家
方
の
大
躍
進
、
押
せ
押
せ
ム

l
ド
の
中
で
の
湊
川
合
戦
の
勝
利
そ
し
て
尊
氏
の
入
洛
を
語

る
と
い
う
よ
う
に
、

や
や
武
家
方
寄
り
の
視
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
B
は
、
巻
十
五
を
「
閤
城
寺
戒
壇

事
L

か
ら
始
め
て
「
主
上
白
山
門
還
幸
事
」
「
賀
茂
神
主
改
補
事
」
ま
で
と
し
て
、
力
点
を
宮
方
に
移
し
た
構
成
を
見
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、

「
将
軍
筑
紫
御
開
事
し
「
小
弐
与
菊
池
合
戦
事
付
宗
応
蔵
主
事
」
（
流
布
本
の
章
段
名
）
と
い
う
尊
氏
筑
紫
没
落
後
の
二
章
段
は
巻
十
六
の
冒
頭

に
移
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

B
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
テ
キ
ス
ト
を
詞
章
の
面
か
ら
見
る
と
、
冒
頭
部
分
を
改
変
せ
ず
に
そ
の
位
置
だ
け
巻
十
五

か
ら
巻
十
六
へ
と
移
し
た
米
沢
本
の
ご
と
き
も
の
と
、

「
建
武
三
年
二
月
八
日
、
将
軍
ハ
兵
庫
ノ
奥
ノ
御
堂
ニ
テ
、
佐
竹
刑
部
太
輔
義
敦
ヲ

召
レ
テ
、
東
国
ノ
事
心
元
ナ
ク
覚
ユ
レ
ハ
、
急
キ
馳
下
テ
義
兵
ヲ
揚
ケ
、
御
方
ノ
機
ヲ
失
ハ
ヌ
様
ニ
相
計
ヘ
シ
ト
テ
、
武
略
ノ
為
ニ
版
サ
ル
L

の
よ
う
に
、
新
た
な
巻
の
冒
頭
ら
し
く
詞
章
に
月
日
を
入
れ
る
な
ど
の
改
変
を
施
し
て
い
る
今
川
家
本
の
ご
と
き
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。
さ
ら
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に
C
の
グ
ル
ー
プ
は
、
宮
方
の
合
戦
に
中
心
を
お
い
て
巻
十
六
を
構
成
す
る
た
め
に
、
勝
っ
た
り
負
け
た
り
の
正
月
十
六
日
の
京
合
戦
で
な

く
、
そ
の
後
の
官
方
が
大
勝
利
を
収
め
た
正
月
二
十
七
の
京
合
戦
か
ら
巻
十
六
を
始
め
て
い
る
。
即
ち
B
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
巻
十
六
の
始
ま

り
を
数
章
段
糊
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。

C
の
テ
キ
ス
ト
は
、
巻
十
七
の
巻
頭
を
「
し
ゃ
う
ぐ
ん
つ
く
し
よ
り
御
上
ら
く
の
事
」
か
ら
始
め
、

義
貞
の
兵
庫
到
着
、

そ
し
て
湊
川
合
戦
へ
ス
ム
ー
ズ
に
繋
げ
る
た
め
に
か
、
宮
方
の
大
江
田
氏
経
の
福
山
・
三
石
で
の
合
戦
は
順
序
を
逆
に

し
て
巻
十
六
の
末
尾
に
廻
し
て
い
る
。
巻
十
七
を
「
か
う
の
ぶ
ぜ
ん
の
か
み
さ
ん
も
ん
に
を
い
て
い
け
ど
ら
る
〉
事
L

（
京
大
本
に
よ
る
）
で

終
る
の
も
、
意
識
的
な
操
作
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、

D
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
日
置
本
と
同
じ
巻
の
分
け
方
を
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
知
ら
な
い
。

B
と
C
の
混
合
テ
キ

ス
ト
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

巻
十
六
を

J
福
山
城
没
落
之
事
」

で
終
り
な
が
ら
、

そ
の
前
章
段
の
「
尊
氏
卿
上
裕
之
事
付
同
御
瑞
夢
之
事
L

（
玄
玖
本
に
よ
る
）
を
巻
十
七
の
巻
頭
に
廻
す
と
い
う
不
自
然
な
C
グ
ル
ー
プ
の
操
作
は
こ
れ
を
採
ら
ず
、

「
新
田
殿
被
引
退
兵
庫
支
」

で
巻



十
六
を
終
え
、

「
正
成
下
向
兵
庫
支
L

（
日
置
本
に
よ
る
）
で
巻
十
七
を
始
め
て
い
る
。

日
置
本
に
独
自
な
こ
の
巻
の
分
け
方
は
、

孤
白
軒
の

書
写
方
針
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
親
本
に
異
を
立
て
て
変
更
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
る
と
、
日
置
本
の
親
本
は
正
成
に
焦
点
を

あ
て
る
た
め
に
「
正
成
下
向
兵
庫
夏
」
か
ら
巻
十
七
を
始
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
北
陸
に
お
け
る
太
平
記
読
み
と

何
ら
か
の
関
連
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
置
本
と
玄
玖
本
と
の
巻
の
分
け
方
お
よ
び
記
事
の
配
列
の
最
初
の
大
き
な
違
い
は
、
右
に
見
た
通
り
玄
玖
本
の
巻
十
五
・
十
六
・
十
七

の
三
巻
を
日
置
本
で
は
巻
十
五
l
十
八
の
四
巻
に
分
割
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
に
、
玄
玖
本
の
巻
十
八
を
日
置
本
で
は
巻
十
九
・
二
十
に
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分
割
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
が
、
記
事
の
配
列
は
同
一
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
玄
玖
本
の
二
十
八
・
二
十
九
の
二
巻
を
日
置
本
で
は
分

割
の
異
な
る
巻
二
十
九
・
三
十
と
し
、
ま
た
、
玄
玖
本
の
巻
三
十
六
l
四
十
の
五
巻
分
を
日
置
本
で
は
巻
三
十
七
l
四
十
の
四
巻
に
分
割
し

て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
、
左
の
表
に
見
る
よ
う
に
記
事
配
列
に
関
し
て
は
異
同
は
な
い
。

表

一
一
〉

玄

玖

本

「l

日

置

本

① 

先
帝
吉
野
潜
幸
之
事

巻十九

① 

前
帝
吉
野
潜
幸
支



巻十八

④③②①  ⑦⑥⑤①  ⑪⑩⑨⑧  

市g監起事之; 事 望事 会之事
事

巻二十九

① ⑨ ⑧⑦⑥⑤①  ③② ①  ⑨ 

越泰後守師自 叡支比開闘山 頚支義顕 所事御息宮 春章吏宮

石

返吏見引

｜｜ 
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｜ 巻三十六 ［ 

⑤ ②①⑪⑩⑨②①  

道謀叛入之畠山 清氏渡 主

付楊芝事国 …・お？之日 事上還幸之

事事

⑧④③②①  ⑩ ② ①  
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⑩ 

師
直
兄
弟
与
力
被
討
之
事

玖

本

ーよl二l

日

置

本

④
情
州
小
清
水
軍
支



十一一一巻
J
ノ十三巻

①
 
悪
星
出
現
之
事

付
湖
水
干
上
之
事

相
模
守
清
氏
討
死
之
事

付
西
長
尾
城
落
之
事

⑥ ⑦ 

接
津
合
戦
之
事

⑧ 

年
号
改
元
之
事

付
大
元
軍
之
事

① 

大
内
介
降
参
之
事

② 

山
名
京
兆
降
参
之
事

③ 

仁
木
義
長
降
参
之
事

④ 

基
氏
芳
賀
合
戦
之
事

⑤ 

神
木
入
洛
之
事

付
洛
中
変
異
之
事

⑥ 

諸
大
名
議
道
朝
之
事

付
道
朝
北
国
下
向
之
事

九十一一
一巻

⑨ 

揚
国
忠
夏

①
 
持
一
寸
星
客
星
出
現
之
支

② 

湖
水
乾
之
夏

細
川
相
模
守
討
死
之
夏

⑥ ⑦ 

和
田
楠
与
箕
浦
次
郎
左
衛
戦
夏

⑧ 

太
元
軍
之
支

⑨ 

大
内
介
降
参
夏

⑩ 

山
名
京
兆
被
参
御
方
支

⑪ 

仁
木
京
兆
降
参
之
事

⑫ 

芳
賀
兵
衛
入
道
奉
敵
鎌
倉
殿
夏

① 

神
木
入
洛
之
夏

付
洛
中
変
異
之
妄

② 

諸
大
名
議
道
朝
禅
円
台
ス



⑧⑦⑥⑤④③②①⑦  

玖

本

巻四十

⑪ ⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③  

日

置

本
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日
置
本
の
巻
二
十
一
か
ら
巻
二
十
八
の
八
巻
は
古
態
本
の
巻
十
九
か
ら
巻
二
十
七
ま
で
の
八
巻
（
巻
二
十
二
は
閥
巻
）
を
単
に
ず
ら
せ
た
だ

け
で
あ
り
、
流
布
本
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
巻
二
十
二
の
立
て
方
と
は
全
く
異
っ
て
い
る
。
即
ち
、
流
布
本
の
諸
本
は
、
夙
に
鈴
木
登
美
恵
氏

が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
古
本
形
の
巻
二
十
三
、
二
十
四
を
、
巻
二
十
二
、
二
十
三
に
あ
て
、
巻
二
十
五
を
二
十
四
と
し
、
巻
二

十
六
、
二
十
七
の
二
巻
を
、
巻
二
十
五
、
二
十
六
、

二
十
七
の
三
巻
に
分
け
る
と
い
ふ
方
法
」
（
8
）
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、

巻
二
十
一
の
終
り
か
ら
巻
二
十
五
に
か
け
て
は
章
段
の
配
列
の
順
序
が
鈴
木
氏
の
分
類
に
よ
る
甲
類
本
と
流
布
本
を
含
む
乙
類
本
と
で
は
大

き
く
異
な
る
け
れ
ど
も
、
日
置
本
は
西
源
院
本
や
玄
玖
本
の
類
・
南
都
本
の
類
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
流
布
本
と
の
聞
に
は
距
離
が
あ
る
。

益
田
兼
治
書
写
本
（
以
下
兼
治
本
と
い
う
）
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
吉
川
家
本
太
平
記
（
9
）
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
古
写
本
で
あ
る
。
書
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誌
を
簡
単
に
記
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

① 

表
紙

原
表
紙
は
黄
褐
色
無
地
。
改
装
表
紙
は
栗
色
無
地
。
縦
二
七
・

O
糎

横
二

0
・0
糎。

題
祭

「
太
平
記
巻
第
幾
」
（
原
題
祭
の
あ
る
巻
は
巻
十
六
・
十
九
・
廿
四
・
三
十
七
）

② 

内
題

「
太
平
記
巻
第
幾
」

③ 

見
返
・
扉
等

本
文
共
紙

④ 

本
文
料
紙
・
装
丁

紙
袋
綴

補
修
多
し
。

⑤ 

一
面
行
数
・
字
詰
等

一
面
八
行
（
但
、
巻
一
、
巻
二
十
一
の
二
冊
の
う
ち
流
布
本
系
別
冊
お
よ
び
巻
三
十
七
の
三
冊
は
九
行
）
漢
字
片

カ
ナ
交
り
、

一
行
約
”
－

m字
詰
。
字
面
高
さ
二
三
糎
。
朱
点
・
朱
引
あ
り
。
朱
に
よ
る
附
訓
あ
り
。





⑥ 

尾
題

「
太
平
記
巻
第
幾
」

⑦ 

冊
数

二
十
八
冊
（
存
巻
は
巻
一
後
半
よ
り
巻
二
十
九
お
よ
び
巻
三
十
七
。
う
ち
、
巻
二
、
十
、
十
三
を
欠
き
、
巻
二
十
一
は
二
部
あ

り

⑧ 

奥
書
・
識
語

巻
第
三
に

以
口
羽
通
良
本
藤
兼
被
成
／
御
写
候
。
其
御
本
申
請
書
／
写
畢

（
句
点
は
私
に
付
し
た

天
王
七
年
紀
仲
夏
吉
日
兼
治

と
あ
り
、
巻
一
、
巻
一
干
一
別
冊
、
巻
二
十
五
、
お
よ
び
巻
三
十
七
は
奥
書
を
欠
く
。
（
晴
元
諸
民
諸
島
長

hAJ弘
司

六
・
二
十
七
・
二
十
八
・
J

二
十
九
1
ー
と
が
あ
る
。
、

奥
書
を
欠
く
四
巻
の
う
ち
巻
一
、
巻
二
十
一
別
冊
お
よ
び
巻
三
十
七
は
他
の
巻
と
は
異
筆
で
あ
り
、
字
面
の
高
さ
も
他
の
二
十
五
冊
が
す
べ

て
二
三
糎
で
あ
る
の
に
、
巻
一
と
巻
三
十
七
と
は
二
一
糎
、
巻
二
十
一
別
冊
は
二

0
・
玉
糎
で
あ
る
。

一
面
の
行
数
は
他
二
十
五
冊
に
比
べ
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て
一
行
多
い
九
行
本
で
あ
る
。

巻
一
は
「
土
岐
謀
叛
事
」
（
古
川
家
本
に
よ
る
）
の
途
中
ま
で
欠
き
、
次
の
無
礼
講
の
部
分
か
ら
が
存
す
る
。

ケ
ン
ハ
イ

交
会
遊
l
飲
ノ
勝
、
見
聞
耳
目
ヲ
驚
セ
リ
、
献
盃
ノ
次
第
、
／
上
下
ヲ
云
ス
、
男
ハ
烏
帽
子
ヲ
解
テ
警
ヲ
放
チ
、
法
師
ハ
／
衣
ヲ
不
γ
着

ス

、

シ

ノ

ヒ

ト

ヱ

キ

ヌ

シ

ヤ

タ

シ
テ
白
衣
、
年
十
七
八
ナ
ル
女
ノ
、
ミ
メ
カ
タ
チ
優
ニ
、
膚
殊
ニ
清
ラ
カ
ナ
ル
ヲ
、
廿
余
人
、
福
単
斗
／
ヲ
キ
セ
テ
、
酌
ヲ
ト

ス

キ

ヱ

キ

ラ
セ
タ
レ
ハ
、
雪
ノ
膚
透
通
テ
、
大
披
ノ
／
芙
蓉
、
新
ニ
水
ヲ
出
タ
ル
ニ
異
ナ
ラ
ス
、
山
海
ノ
珍
物
ヲ
尽
シ
、
／
旨
酒
泉
ノ
如
エ
湛

ニ

ハ

東

夷

ヲ

テ
、
遊
l
戯
レ
舞
寄
フ
、
其
問
夕
、

o
／
亡
ス
ヘ
キ
企
ノ
外
ハ
他
事
ナ
シ



続
い
て
、
「
昌
禁
文
集
事
玄
恵
法
印
L

「
土
岐
多
治
見
討
死
事
L

「
資
朝
俊
基
囚
事
L

「
主
上
御
告
文
被
ν
下
二
関
東
一
事
」
の
章
段
が
あ
る
。
巻
末
は

「
：
：
：
資
朝
ハ
死
罪
一
等
ヲ
宥
一
フ
レ
テ
佐
渡
国
ヘ
ソ
流
レ
ケ
ル
」
で
あ
り
、
特
異
な
庇
腹
為
頼
記
事
を
有
す
る
吉
川
家
本
と
は
記
事
構
成
・

詞
章
を
具
に
し
、
流
布
本
系
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
巻
二
十
一
別
冊
の
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

天
下
時
勢
粧
事

佐
々
木
佐
渡
判
官
入
道
流
刑
事

法
勝
寺
塔
炎
上
事

先
帝
崩
御
事

南
帝
御
受
禅
支

官
軍
於
北
国
蜂
起
事

尾
張
守
高
経
黒
丸
城
被
引
退
之
支

塩
冶
判
官
高
貞
議
死
事

。。

こ
の
巻
二
十
一
別
冊
の
本
文
は
流
布
本
系
の
も
の
で
あ
る
。
最
終
章
段
の
墨
付
一
丁
が
欠
け
て
い
る
。
即
ち
、

キ

カ

ヘ

イ

ソ

ハ

セ

カ

ヘ

下
、
若
党
ヲ
四
五
騎
返
〆
、
何
夏
ソ
ア
レ
開
テ
念
キ
馳
帰
レ
ト
ソ
下
知
シ
ケ
ル
、
五
騎
ノ
兵
共
誠
し
ま
で
で
、
以
下
欠
と
な
っ
て
い
る
。

「
：
：
：
山
名
我
身
ハ
馬
ヨ
リ

ま
た
、
巻
三
十
七
の
目
次
は
、

持
明
院
新
帝
自
v
江
州
還
幸
事

細
川
相
撲
守
清
氏
渡
四
国
事



可
立
大
将
支

尾
張
左
衛
門
佐
氏
頼
出
家
事

身
子
声
聞
退
菩
薩
行
事

一
角
仙
人
事

志
賀
寺
上
人
事

畠
山
入
道
々
誓
謀
叛
事

楊

国

忠

夏

付

安

禄

山

楊

貴

妃

支

で
あ
り
、
記
事
の
範
囲
は
古
態
本
の
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
が
、
記
事
内
容
が
吉
川
家
本
と
ど
こ
ま
で
一
致
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
詳
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
猶
、
本
巻
最
終
丁
オ
に
「
此
歌
新
古
今
十
戒
ノ
内
L

と
題
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

サ
ラ
ヌ
タ
ニ
重
キ
カ
上
ノ
小
夜
衣
我
妻
ナ
カ
ラ
ヌ
ツ
マ
ナ
カ
サ
ネ
ソ

五
月
雨
ニ
沼
ノ
マ
コ
モ
ノ
乱
レ
ア
ヒ
テ
何
レ
ア
ヤ
メ
ト
引
ソ
煩
フ

カ
ヘ
ス
サ
ヘ
手
ニ
フ
レ
ケ
リ
ト
思
レ
テ
我
文
ナ
カ
ラ
ウ
チ
モ
置
レ
ス

初
春
ノ
初
ネ
ノ
今
日
ノ
玉
帯
手
一
一
ト
ル
カ
ラ
ニ
ユ
ラ
ク
玉
ノ
緒

極
楽
ノ
玉
ノ
台
ノ
蓮
葉
一
一
我
ヲ
イ
サ
ナ
ヱ
ユ
ラ
ク
玉
ノ
緒

ヨ
シ
サ
ラ
ハ
真
ノ
道
ノ
知
へ
シ
テ
我
ヲ
イ
サ
ナ
ヱ
ユ
ラ
ク
玉
ノ
緒

干
時
寛
永
拾
五
二
月
吉
日

前
三
首
は
巻
二
十
一

「
塩
冶
判
官
高
貞
議
死
事
」
に
出
て
く
る
歌
で
あ
り
、
「
サ
ナ
キ
タ
ニ
L

の
歌
は
作
中
人
物
薬
師
寺
公
義
が
「
新
古
今
、

十
戒
ノ
歌
ニ
」
と
し
て
引
く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

「
初
春
ノ
」
と
「
極
楽
ノ
」
の
歌
は
巻
三
十
七
「
志
賀
寺
上
人
夏
」
中
の
歌
で
あ
る
。



表

一
一
〉

右
に
記
し
た
三
巻
を
除
く
二
十
五
巻
は
、
少
く
と
も
目
次
に
関
し
て
は
、
吉
川

家
本
の
そ
れ
と
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
。
例
え
ば
巻
三
は
〈
表
一
ニ
〉
の
よ
う
で

兼

治

本

あ
る
。

異
同
の
大
き
い
巻
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
の
場
合
で
も
両
者
の
目

次
は
全
く
同
一
で
あ
り
、

そ
の
関
係
の
深
さ
を
推
測
さ
せ
る
。
巻
二
十
六
「
四
条

士
口

l
 
l
 

’EE
，J 

－唱さ氷

本

桟
敷
倒
支
付
清
水
寺
炎
上
事
」
の
〈
田
楽
桟
敷
倒
壊
す
る
こ
と
V

の
項
に
は
、
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
、
吉
川
家
本
と
兼
治
本
と
に
の
み
見
出
せ
る
、
次
の
狂
歌
が
あ
る
。

吉
川
家
本

兼
治
本

高
桟
敷
あ
か
り
て
み
れ
は
煙
立
茶
枇
の
畑
ハ
に
き
ハ
ひ
に
け
り

高
桟
敷
の
ほ
り
て
見
れ
は
煙
た
つ
茶
枇
の
畑
ハ
賑
に
け
り
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同

上

こ
の
歌
は
、
も
ち
ろ
ん
、
新
古
今
集
巻
七
賀
歌
の
冒
頭
歌
で
あ
る
仁
徳
天
皇
御
製
と
し
て
出
る
「
た
か
き
屋
に
の
ぼ
り
て
み
れ
ば
煙
立
っ
た

〔
け
む
り
〉

み
の
か
ま
ど
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」
の
パ
ロ
デ
ィ
で
あ
る
が
、
兼
治
本
の
「
湖
凡
か
ら
吉
川
家
本
の
「
畑
」
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
か
。

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
吉
川
家
本
の
「
畑
」
が
読
め
ず
に
「
畑
」
と
書
写
し
て

一
、
笠
置
臨
幸
之
支

一
、
笠
置
軍
之
事

笠
置
軍
事

し
ま
い
1
l
直
接
的
関
係
か
ど
う
か
は
分
ら
な
い
が
｜
｜
、
後
人
が
そ
れ
に
「
カ
マ
ト
L

と
訓
み
を
つ
け
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
巻
二

一
、
陶
山
小
見
山
夜
討
之
事

同

上

十
七
コ
ニ
条
殿
欲
討
師
直
夏
」
の
〈
上
杉
重
能
・
畠
山
直
宗
の
死
と
上
杉
妻
女
出
家
の
こ
と
〉
の
項
に
見
え
る
、
上
杉
妻
女
の
歌
二
首
の
う

一
、
赤
坂
軍
之
事

同

上

一
、
桜
山
四
郎
入
道
自
害
之
事

桜
山
之
事

一
、
関
東
両
使
上
洛
之
吏

同

上

「
茶
枇
の
カ
マ
ト
L

と
は
言
い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

ち
の
後
者
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。



吉
川
家
本

兼
治
本

思
き
や
こ
し
路
に
消
し
夕
煙
宮
こ
の
空
に
又
た
〉
む
と
は

思
き
や
心
に
消
し
夕
煙
宮
こ
の
空
に
又
た
〉
む
と
は

越
後
歎

兼
治
本
で
は

「
心
に
」

の

「
心
」
を
ミ
セ
ケ
チ
に
し
て

「
越
後
欺
」
と
し
て
い
る
。
上
杉
妻
女
の
歌
二
首
は
こ
の
両
本
の
他
に
、
今
川
家

本
、
毛
利
家
本
に
も
載
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
兼
治
本
奥
書
に
よ
れ
ば
、
（
益
田
）
兼
治
が
書
写
し
た
（
益
田
）
藤
兼
書
写
本
は
、
口
羽
通
良
所
蔵
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

益
田
氏
は
石
見
国
の
在
庁
官
人
系
の
旧
族
御
神
本
氏
の
惣
領
家
で
、
美
濃
郡
益
田
荘
（
現
在
益
田
市
内
）
を
本
領
と
し
た
。
惣
領
で
あ
っ
た
藤

兼
は
、
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
二
十
九
歳
の
時
、
石
見
国
に
出
兵
し
た
吉
川
元
春
を
通
じ
て
毛
利
氏
に
降
伏
し
、
元
就
は
津
和
野
の
吉
見
氏

牽
制
の
必
要
も
あ
っ
て
、

益
田
氏
の
旧
領
を
安
堵
し
た
ま
ま
藤
兼
の
降
伏
を
許
し
た
。

藤
兼
の
嫡
子
元
祥
は
古
川
元
春
の
娘
を
要
っ
て
い
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る
。
藤
兼
と
兼
治
は
次
の
系
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
従
兄
の
間
柄
で
あ
る
（
ω）

O

警貞
尋兼

章表
守示

三兼 習す
与括 寺兼

詰兼主塑藤
広治事与兼
輸｜

全慶！
鼎長｜

元玄与子二

平言語
全慶
¥1~ 長

口
羽
通
良
に
つ
い
て
、
『
戦
国
大
名
家
臣
団
事
典
西
国
篇
』
は
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

志
道
元
良
の
次
男
で
、
毛
利
氏
の
執
権
職
で
あ
っ
た
兄
広
良
が
死
去
し
た
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）
こ
ろ
か
ら
代
わ
っ
て
抜
擢
さ
れ
、
お

も
に
毛
利
氏
の
北
方
の
敵
で
あ
る
尼
子
氏
対
策
を
受
け
も
つ
。
石
見
国
邑
智
郡
口
羽
村
（
羽
須
美
村
）
に
本
拠
を
置
い
て
口
羽
氏
を
称

し
、
江
の
川
の
要
衝
都
賀
に
も
所
領
を
得
て
い
る
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
に
毛
利
氏
錠
が
出
さ
れ
た
と
き
は
、
吉
川
元
春
・
小
早
川



隆
景
・
福
原
貞
俊
と
と
も
に
四
人
衆
と
呼
ば
れ
、
当
主
輝
元
を
輔
け
た
毛
利
氏
最
高
の
幹
部
の
一
人
で
あ
っ
た
。
天
正
十
年
（
一
五
八

一
一
）
に
死
去
す
る
ま
で
、
毛
利
氏
の
中
枢
政
策
に
参
画
す
る
と
と
も
に
吉
川
元
春
を
輔
け
、
毛
利
氏
の
山
陰
地
方
の
軍
事
統
率
に
当
っ

て
い
る
。
か
れ
の
次
男
春
良
も
毛
利
氏
重
臣
の
一
人
と
し
て
活
躍
す
る
（
「
閥
閲
録
」
ゴ
二
乙
。

益
田
藤
兼
は
、
数
代
続
い
た
陶
氏
と
の
関
係

l
l父
手
兼
は
兼
宗
と
陶
氏
女
と
の
聞
に
出
来
た
子
で
あ
り
、
曾
祖
父
貞
兼
の
姉
ま
た
は
妹
が

陶
弘
護
に
嫁
い
で
い
る
ー
ー
を
、
弘
治
元
年
安
芸
厳
島
で
陶
晴
賢
が
毛
利
元
就
に
敗
れ
て
自
刃
し
た
翌
年
に
は
絶
っ
て
、
毛
利
氏
に
属
し
て

い
る
（
『
元
就
記
』
『
雲
州
軍
紀
』
な
ど
に
よ
る
）
。

吉
川
家
本
は
元
春
が
尼
子
攻
め
の
戦
場
で
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
閏
十
二
月
か
ら
八
年
八
月
に
か
け
て
自
身
で
書
写
し
た
も
の
で
あ

F

－hノ
ミ

、

f
d
カ

る
。
こ
の
古
川
家
と
口
羽
通
良
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

口
羽
通
良
本
も
藤
兼
本
も
現
存
し
な
い
の
で
、
吉
川
家
本
を
口
羽
通
良
が
写
し
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そ
れ
と
も
口
羽
本
を
元
春
が
写
し
た
の
か
（
と
す
れ
ば
古
川
家
本
と
藤
兼
本
と
は
兄
弟
関
係
の
写
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
確
た
る

こ
と
は
言
い
難
い
が
、
流
布
本
系
本
文
を
有
す
る
兼
治
本
巻
一
の
存
在
や
、
右
に
記
し
た
狂
歌
の
小
さ
な
異
同
な
ど
を
考
え
る
と
、
前
者
の

可
能
性
が
濃
い
と
推
測
さ
れ
る
。

〔注〕

（

1
）
 

巻
三
寸
笠
置
破
事
」
の
、
生
捕
ら
れ
た
人
々
の
名
前
は
諸
本
間
に
異
同
が
あ
る
。
澄
俊
の
名
は
西
源
院
本
、
今
川
家
本
等
に
は
書
か
れ
ず
、
相

承
院
本
あ
た
り
か
ら
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
印
本
（
古
活
字
本
）
に
は
も
ち
ろ
ん
入
っ
て
い
る
。
日
置
本
に
は
な
い
。

塩
冶
判
官
が
冨
士
名
判
官
を
取
寵
め
た
と
す
る
の
は
流
布
本
系
の
持
つ
異
文
で
あ
る
。
日
置
本
に
は
な
く
党
舜
本
に
は
見
え
る
。
孤
白
軒
は
流

布
本
系
の
写
本
を
複
数
見
て
い
た
も
の
か
。

白
旗
の
こ
と
、
日
置
本
に
な
し
。
南
部
本
の
類
、
相
承
院
本
に
は
見
え
る
。
神
岡
本
、
西
源
院
本
な
ど
に
は
な
い
。

「
稲
村
崎
成
干
潟
事
」
に
出
る
嶋
津
四
郎
。
神
田
本
、
西
源
院
本
、
日
置
本
、
印
本
は
嶋
津
四
郎
と
す
る
が
、
今
川
家
本
、
北
条
家
本
、
相
承
院

2 4 3 



（

5
）
 

本
、
南
都
本
の
類
な
ど
は
曽
我
奥
太
郎
時
久
と
す
る
。
京
大
本
は
「
し
ま
っ
四
ら
さ
ゑ
も
ん
の
せ
う
と
き
ひ
さ
L

と
折
衷
的
。

参
考
本
に
、
金
勝
院
本
の
み
を
あ
げ
る
。
吉
川
家
本
は
巻
四
十
の
巻
末
に
載
せ
、
北
畠
文
庫
本
は
閥
巻
巻
二
十
二
に
奏
状
な
ど
と
共
に
載
せ
て

い
る
。

天
正
本
系
読
本
あ
る
い
は
流
布
本
系
諸
本
を
さ
す
か
。

「
太
平
記
の
形
成
と
玄
恵
法
印
」
（
国
語
と
国
文
学
日
1
5
、
昭
ロ
・

5
、
『
太
平
記
の
研
究
』
所
収
）

「
太
平
記
欠
巻
考
」
（
国
文
口
、
昭
引
け
・

7
）

「
吉
川
家
本
太
平
記
に
つ
い
て
L

（
中
京
国
文
学
5
、
昭
臼
・

3
）

瀬
川
秀
雄
『
吉
川
元
春
』
（
昭
円
、
富
山
房
刊
）
、
『
戦
国
大
名
家
臣
団
事
典
西
国
篇
』
（
昭
%
、
新
人
物
往
来
社
刊
）
、
可
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
な

ど
参
照
。

（

6
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

8
）
 

（叩）
〔
附
記
〕

一
誠
堂
書
店
酒
井
健
彦
氏
か
ら
益
田
兼
治
書
写
本
を
調
査
す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
口
羽
通
良
や
益
田
藤
兼
・
同
兼
治
に
関
し
て
、

長
坂
成
行
氏
の
御
教
示
を
受
け
た
。
両
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
る
。
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